
ロジックモデルシート（平成29年度実績評価）

　

【進捗状況】

【進捗状況】

【事業担当課】

・専門的な知識・経験を有する農業経営改善
支援員を配置する。

【実施内容】

【事業概要】 農業経営基盤強化促進法及び盛岡市が策定
した農業経営基盤の促進に関する基本構想に
基づき地域農政の推進を図る。

①　農業改良普及事業
市内農業団体が開
催する農作物の品
評会・共進会にて優
良農作物を表彰す
る

【進捗状況】

【実施内容】 盛岡広域振興局，盛岡農業改良普及センター
が主催する「盛岡地方農業農村振興協議会」
や市，ＪＡ等の農業関係団体で構成する「盛岡
市農業振興連絡協議会」の活動に対し負担金
を支出し，農業技術等の普及及び指導に関す
る事業を行う。

協議会構成各団体
間の連絡調整を行う

新規就農者の掘り起こ
しと，就農希望者が抱
える疑問や不安の解消
に繋がる。

農業次世代人材投資資
金を交付する

農業次世代人材投資資
金を活用した新規就農
者が増加する

計画通り実施できた。

【事業費】 100千円

親元就農給付金を交付
する

親元就農給付金を活用
した新規就農者が増加
する

事業名
小施策

事業概要等

【意図】

農業者が高品質な
農作物を出品する

盛岡市農業振興連
絡協議会の事務局
機能を担う

農政課

【実施内容】 ・　農業経営及び農業技術の改良普及
・　農業青年及び中核的農業者の育成
・　農業生活及び生活環境の改善
・　盛岡の食材プロモーション
・　調査，研究，研修及び情報交換

盛岡地方農業農村
振興協議会，盛岡
市農業振興連絡協
議会に対し負担金を
支出する

【事業担当課】

②　盛岡市農業振興連絡協議会運営事業

【別紙】 施策コード 21 施策名 農林業の振興 小施策
主管課名

農業（漁業）者の所
得が向上する

盛岡市認定農業者協議
会が，認定農業者を対
象とした研修視察等を
実施する

農政課
小施策コード 21-1 小施策名 経営力・生産意欲の向上と後継者の育成

③　盛岡市認定農業者協議会補助金

【事業概要】 地域農業の担い手である認定農業者に対し，
農業経営改善計画の作成や経営評価が自ら
できるよう指導や研修会等の開催など競争力
のある農業経営体を育成する。

産業振興課

【実施内容】 盛岡市認定農業者協議会への補助

生産性の向上が図ら
れる
生活環境の改善が図
られる

【成果指標・実績値・目標値】

A

H29 H31 H36

都市・農山村交流人
口

（単位　人　）

C

1,292,0001,192,579 1,354,000

計画通り実施できた。

【事業費】 310千円

盛岡地方農業農村
振興協議会，盛岡
市農業振興連絡協
議会が部会ごとの
活動を実施する

農業者の生産意
欲，技術力が向上す
る

地域農業の担い
手確保が進み，
農業生産力が向
上する

｢認定農業者」の掘
起こしと，認定手
続きに向けた指
導，助言により，確
実な経営計画が策
定される

農業の生産性が向上
する

【対象】
農業者，林業者

B

認定農業者の再認定，新規認定を含め，平成
30年３月末時点で認定農業者は269名となって
いる。

【事業担当課】

農政課

④　農業経営基盤強化促進対策事業

【事業費】 農政課2,334千円，産業振興課104千円（認定
農業者協議会補助金を除く）

【事業概要】 農業及び農村生活の改善を図るとともに，農業改良普
及事業の円滑な推進を図り，市の農業の発展に寄与
することを目的とした協議会に対し会費を負担するとと
もに，事務局として各団体との連絡調整を行い，積極
的な農業施策を行う。

経営規模が拡大
する

農政課，産業振興課 認定農業者を目指
す農業者を支援す
るため農業経営改
善支援員を配置す
る

【事業概要】 盛岡広域振興局，盛岡農業改良普及セン
ター，農業協同組合と連携し，農業技術等の
普及・指導を行うほか，品評会等への報償品の
提供を行う。

【事業費】 1,172千円

【事業担当課】

⑤　新規就農・経営継承総合支援事業

【事業概要】 ○農業を始めようとする人を対象に，就農に必
要な基礎知識や農業情勢，支援制度等につ
いて学習する講座を開催する。
○就農のきっかけづくりとして現地見学会の開
催や相談業務を行うとともに，新規就農者に
は，農業次世代人材投資資金や親元就農給
付金を支給し，新たな農業の担い手確保・育
成に努める。

【事業費】 農政課19,579千円，産業振興課4,560千円

【事業担当課】 農政課，産業振興課

【実施内容】 ○新規就農者の掘起こしと給付金の交付事務
を行う。
・農業次世代人材投資資金…年間最大150万
円（夫婦225万円），最長５年間。
・親元就農給付金…年間最大60万円，最長２
年間。
○農業を始めようとする者を対象に現地見学
会を開催する。

【進捗状況】 農業次世代人材投資資金12人交付。
親元就農給付金3人交付。
現地見学会 参加者2人。

計画通り実施できた。【進捗状況】

盛岡市認定農業者協
議会へ補助金を交付
する

現地見学会を企画・開
催する

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 
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事業名
小施策

事業概要等
活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 

【実施内容】

【進捗状況】 計画どおり実施できた。

【実施内容】 マスタープラン案を作成し，地域での話し合い
を行い，随時プランの見直しを行う。
新規に農業経営を開始する者を地域の中心経
営体に位置づけ，地域ぐるみで支援する体制
を構築する。

大学校に在籍する学生出身の市町村及び大
学教育の充実発展に寄与することに賛同する
農業団体等をもって構成する組織の活動を支
援する。

【実施内容】 農地中間管理機構から受託した業務（事業の
推進，借受け業務，貸付け業務）及び各種協
力金の支給事務

【事業概要】

実施済

⑦　地域農業マスタープラン作成事業

文化活動への助成
大会等への参加助成
農大祭等への助成
海外研修助成
環境整備助成等

高齢化，後継者不足により衰退している地域
農業の人と農地の問題を解決するため，地域
農業の未来の設計図であるマスタープラン案
を作成する。

【事業費】 農政課138千円，産業振興課30千円

【事業担当課】

⑧　岩手県農業大学校後援会負担金

【事業担当課】

農地中間管理機構を通
じた農地の貸借が進む

農政課，産業振興課

産業振興課

農業後継者の増加
が見込まれる

農業生産活動が維
持される

効率的な農業生産
が進む

【進捗状況】

農業大学校が文化活
動，海外研修を実施す
る

学校の評価が高まり
入学を希望する学生
が増加する【事業費】 30千円

【事業概要】

地域の人・農地のあり
方を検討しマスタープラ
ンを作成するため，話し
合いの場を設ける

【事業概要】 地域の農地集積を進めるため，農地を貸した
い人から農地を借受け，農地の借受を希望す
る農業者に転貸する業務を農地中間管理機構
（岩手県農業公社）が行うが，その業務の一部
を受託し，事業の推進や農地の貸付希望者の
発掘，農地の借り手の募集等を行う。また，各
種協力金の交付対象者に協力金を支給する。

農地中間管理機構への
農地借受け，受け手へ
の貸付け事務を行う

⑥　農地中間管理事業

農政課14,041千円，産業振興課3,935千円

【事業担当課】 農政課，産業振興課

【進捗状況】 市内10のプランのうち，５のプランで見直しを実
施した。

農地中間管理機構に農
地を貸し一定の要件を
満たす者，地域に協力
金を交付する

農業大学校学生の図書
購入や研修など学生の
活動に対し助成を行う

耕作放棄地の解消
とともに，農地集積
と集約化が進む

農地貸借の計画，中心
的担い手を明示した地
域農業マスタープラン
が策定される

地域農業の担い手
が確保される

【事業費】

1,192,579 1,292,000 1,354,000

【対象】
農業者，林業者

【意図】
生産性の向上が図ら
れる
生活環境の改善が図
られる

【成果指標・実績値・目標値】

A

都市・農山村交流人
口

（単位　人　）

H29 H31 H36
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ロジックモデルシート（平成29年度実績評価）

事業名
小施策

事業概要等

【別紙】

⑨　農地調整事務事業

【事業概要】 農地に関する各種法令事務を適正・円滑に処
理する。

【事業費】 5,474千円

耕作者の作業効率が
向上する

営農の規模拡大や生
産コストの低減が可
能になる

施策コード 21 施策名 農林業の振興 小施策
主管課名

農業者により農地が
適正に利用される

農地の利用集積・保
全が進み営農条件が
改善される

農政課
小施策コード 21-1 小施策名 経営力・生産意欲の向上と後継者の育成

【対象】
【実施内容】 　年金制度の周知・普及活動，加入届出の資

格審査，受給該当者への受給指導等 農業者，林業者

【進捗状況】 計画のとおり実施できた。

【意図】
生産性の向上が図ら
れる
生活環境の改善が図
られる

⑪　農業後継者対策事業 安定した農業経営を
行うことが可能になる

（単位　人　）

H29 H31 H36
1,192,579 1,292,000

農業後継者の結婚を支援するため，各種の活
動を行う。

【成果指標・実績値・目標値】

A

都市・農山村交流人
口

376千円

1,354,000

結婚を希望する農業
後継者に対して様々
な支援を行う

農業後継者の結婚が
促される

【事業担当課】

【進捗状況】

B

【事業概要】

【事業費】

イベントは，参加者が集まらず，催行中止と
なった。結婚相談員の資質向上を図るため研
修を実施した。そのほかは，計画のとおり実施
できた。

C【進捗状況】

【事業費】

【実施内容】

【進捗状況】

【進捗状況】

【事業概要】

【事業担当課】

【実施内容】

【事業費】

【事業概要】

【実施内容】

農業者の営農に対す
る意欲が向上する

農業後継者不足が改
善される

農業者に対し，農業
者年金制度の周知を
行う

農業者が農業者年金
制度について認知し，
制度に加入する

農業者の老後の生活
の安定が図られる

農業後継者の就農定
着が図られる

【事業担当課】

【事業概要】

【事業担当課】 農業委員会事務局

【実施内容】 結婚相談員　14名の委嘱，結婚相談員会議
（情報交換）の開催，イベントの開催（夏・冬各1
回）

【事業費】

農地の賃借・売買・転
用等を希望する申請
者の意向を的確に把
握し，適正で円滑な対
応をする

【事業費】 547千円

【事業担当課】 農業委員会事務局

【事業担当課】 農業委員会事務局

【実施内容】 　農地の貸借・売買・転用等に係る諸手続きの
相談対応,現地確認,申請の指導,申請受理後
の審査,農地部会付議，許可指令書の交付，
許可後の進捗状況管理

【進捗状況】 計画のとおり実施できた。

⑩　農業者年金事務事業

【事業概要】 農業者の老後の生活の安定を図るため,農業
者年金に関する各種事務を実施する。

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 
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ロジックモデルシート（平成29年度実績評価）
農政課

小施策

（単位　人　）

H31

小施策
主管課名

都市・農山村交流人
口

1,354,000

生産性の向上が図ら
れる
生活環境の改善が図
られる

H36
1,292,000

B

H29

【対象】
農業者，林業者

【意図】

1,192,579

【成果指標・実績値・目標値】

A

【別紙】 施策コード 21

盛岡農業振興地域
整備計画の所要の
見直しが行われる

【実施内容】 ・農業振興地域整備計画の定期見直し
・農業振興対策協議会の開催
・農用地区域証明書等の発行

【事業担当課】

施策名 農林業の振興

21-1 小施策名 経営力・生産意欲の向上と後継者の育成小施策コード

盛岡市の農業の健全
な発展に資する

農業振興が促進さ
れる

【事業概要】

飯岡農業構造改善センターにて，「食の匠」田
村禮子さんを講師とし，「里いもだんご汁ときり
せんしょ作り」を実施した。

⑮　盛岡の食材プロモーション事業

【進捗状況】

事業名

事業概要等

５年に１度，基礎調
査を実施し，農業を
取り巻く状況の変化
に対応した農業振興
地域整備計画への
見直しに反映させる【事業費】 7,098千円

【事業費】

農政課

【進捗状況】

【実施内容】

計画どおり実施できた。

⑫　農業振興地域整備計画管理事業

【事業概要】 農用地の計画的な利用と各種農業施策の推
進を図るため，盛岡農業振興地域整備計画の
管理を行う。

※再掲

⑭　食育推進事業

市民や事業者によ
る盛岡市の農畜産
物の消費が増える

市民を対象に地元
で採れた食材を使っ
た調理実習を実施
する

食育の重要性が高まっていることから，食育に
関する施策を総合的かつ積極的に推進するた
め平成25年度に策定された「第二次盛岡市食
育推進計画」に基づき，食育を計画的に推進
する。

C

【進捗状況】

【実施内容】

農業者の所得が向
上する

盛岡市の農畜産物
の利用機会が増大
する

【事業概要】

市民を対象に盛岡の郷土料理講座を開催。

【事業費】

・盛岡市内の飲食店等を対象とした商談会を
実施する。
・シェフ等プロ向けに，産地訪問ツアーを実施
する。
・盛岡産農畜産物を積極的に使ったメニュー
や商品（以下，「メニュー等」という。）を提供す
る市内の飲食店等を支援する。

【実施内容】

【事業担当課】 食と農の連携推進室

市内の農業生産者と飲食店・ホテルなどとのビ
ジネスマッチング（商談会・シェフツアー）を支
援し，地場農畜産物の地産地消を積極的に推
進する。

優良農地が計画的
に利用される

　「盛岡ブランド認証制度」により登録されてい
る本市の農畜産物のブランド化・付加価値化に
よる販路拡大を支援する。

消費者を対象に物
販催事を開催する

催事に訪れた消費
者が，市の特産品を
購入する1,106千円

農業振興施策が有
効に機能する

基礎調査を実施し，農業振興地域整備計画の
総合的な見直しを行った。

農業振興地域整備
計画の変更（除外，
編入，用途変更）の
相談，精査，計画変
更を行う

農政課

【事業費】 1,960千円

【事業担当課】 農政課

⑬　ブランド推進・６次産業化事業

【事業概要】

　販売促進支援等に係る催事を実施する。
・盛岡りんごフェア（11/21-22，中央区）
（11/30-12/12，文京区）
・盛岡デーｉｎ沖縄（11/11-12，うるま市）
・盛岡市農業まつり（10/28-29，市内）
・津志田芋の子給食（10/13・20，市内小中学
校)

22千円

【事業担当課】

市民が調理実習に
参加する

多様な主体の参画
による円卓会議を開
催する

戦略に基づいて，各
主体が，盛岡産農
畜産物の魅力発信
や利用促進に取り
組むようになる

【事業費】 24,970千円

生産者がセミナーに
参加する

メディアを利用した
盛岡産農畜産物の
ＰＲを実施する

盛岡市内の食産業
事業者（以下「飲食
店等」という。）を対
象とした商談会が行
われる。

市民（消費者）や飲
食店等が，盛岡産
農畜産物の魅力や
価値に気づく

飲食店等を対象とし
た産地訪問ツアー
が行われる。

盛岡産農畜産物を
積極的に利用する
飲食店等を支援す
る「盛岡の美味いも
んアンバサダー」の
認定が行われる。

市内で，盛岡産農畜
産物を使ったメ
ニュー等を提供する
事業者が増える

メディアを通じて，消
費者や事業者が，
盛岡産農畜産物に
関する情報を得る

専門家による生産
者の６次産業化の
取組を検証・支援す
るセミナーを実施す
る

【事業担当課】 食と農の連携推進室

【実施内容】 異業種連携をベースとした次の事業を実施す
る。
・所得の向上と夢のある農業の実現に向けた
戦略づくり。
・生産者の６次産業化支援。
・盛岡産農畜産物の魅力発信。
・盛岡産農畜産物のブランド力の向上と販路拡
大の支援。

【進捗状況】 H29実施済（｢もりおかの食と農バリューアップ
推進戦略」を策定したほか，異業種が交流する
場作り・盛岡産農畜産物の魅力発信・盛岡産
農畜産物の流通強化支援・６次産業化等支援
を委託事業を通じて実施した。）

⑯　食と農のバリューアップ推進事業

【事業概要】 平成29年度に策定した「もりおかの食と農バ
リューアップ戦略」を基に，農業と２次産業，３
次産業の連携の強化を図り，魅力ある盛岡産
農畜産物のブランド力向上と販路拡大，６次産
業化の支援，盛岡の食の魅力発信等に取り組
む。

【進捗状況】 H29実施済（商談会を３回・シェフ向け産地訪
問ツアーを２回実施し，異業種交流による取引
機会の拡大を図った。盛岡の美味いもんアン
バサダー認定店舗拡大するとともに，メディア
等を活用した制度周知を図った。）

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 
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ロジックモデルシート（平成29年度実績評価）

※再掲

【実施内容】 ・盛岡河川漁業協同組合及び雫石川河川漁
業協同組合に対する補助金の交付

【事業概要】 漁業権の設定されている簗川，雫石川におけ
る魚族の保護育成のために行う稚魚の放流・
増殖等に要する経費の一部を助成するもの。

雫石川東部，盛岡
河川の両魚族漁
協に補助金を交付
する

雫石川東部，盛岡
河川の両魚族漁
協が雫石川，簗川
にて魚の産卵場の
造成，稚魚の放流
を行う

魚族の保護，育成，
河川環境保護に繋が
る

【事業費】

【進捗状況】 実施済み

㉑　果実病害虫防除事業費補助金

【事業概要】 樹園地等において，定期的な害虫予察調査を
行うことにより，農薬の使用を低減する防除技
術の普及促進を図る。

農業者が組織する
団体に対し，害虫予
察調査に要する資
材費の一部を補助
する

防除技術が向上し
農薬使用回数が
減る

果樹の病害虫発
生が抑制される

【事業費】 109千円

果実（農産物）の
安全性が高まる

実施済み

内水面漁業の生産性が
維持される

【進捗状況】

牛ふん等有機物を
堆肥化し農家等へ
供給する

牛ふん・もみ殻等
農業廃棄物が有
効利用される

低コストで安全な農
産物が消費者に供
給される

220千円

【事業担当課】 農政課

生活環境の保全と農
業経営の効率化が図
られる

B

生産性・市場性の高い
産地が形成される

【実施内容】 盛岡市農業振興等対策費補助金交付要領に
基づき，JA岩手中央りんご部会（盛岡支部，都
南支部）が行う害虫予察調査に要する資材費
の一部を補助するもの。
◆補助率　　当該経費の３分の１に相当する額
以内で，市の予算の範囲内の額

【事業担当課】 農政課
果樹の生産コストが抑
制される

C

認定農業者等が
生産設備，機械等
を購入する

【事業費】 農政課13,478千円

【事業担当課】 農政課，産業振興課

【進捗状況】 ３件の事業実施主体が導入する農業機械導入
に係る経費に関し，補助金を交付した。

11,125千円

【事業担当課】 産業振興課

【実施内容】

【実施内容】 農業機械導入，施設整備等に係る経費に対し
て，事業費の2/3～3/10の補助金を交付する。

盛岡市資源活用施設（ひめかみ有機セン
ター）の管理運営

【進捗状況】 事故なく計画通り実行できた。

⑳　いわて地域農業マスタープラン実践支援事
業

A

都市・農山村交流人
口

効率の良い生産活
動により生産力が向
上，規模拡大が進
む

【事業概要】 地域農業マスタープランの実現に向け，認定
農業者や認定新規就農者等の育成確保のた
め，圃場や施設の整備，６次産業化の促進な
ど生産から流通までの条件整備。

認定農業者，認定
新規就農者等で組
織する団体に補助
金を交付する

1,192,579 1,292,000

（単位　人　）

H29 H31 H36
1,354,000

【別紙】 施策コード 21 施策名 農林業の振興 小施策
主管課名

農政課
小施策コード 21-1 小施策名 経営力・生産意欲の向上と後継者の育成

㉒　河川魚族育成対策事業費補助金

【事業概要】 有機物（牛ふん・稲わら・もみ殻等）をたい肥化
し，畜産環境の保全と農業廃棄物を有効利用
し資源循環型農業の推進を図る。

【事業費】

農業者，林業者

【対象】

農村環境の保全，農作
物の安全性が確保さ
れ，高付加価値化が進
む

小施策
事業概要等

事業名

【実施内容】 集落等と協定を締結し，協定内容に基づいて
維持管理された対象農用地に対し交付金を交
付する。
事業費のうち，国費1/2，県費1/4，市費1/4
（特認地域については各1/3）で負担している。

農政課13,737千円，産業振興課39,262千円

【進捗状況】

計画どおり執行された。

⑲　有機物資源活用施設管理運営事業

【進捗状況】

環境保全を重視
し，地球温暖化防
止や生物多様性
保全に取組む農業
者集団に対して交
付金を交付する

地域ごとにカバー
クロップやりんごＩＰ
Ｍなどの減農薬，
減化学肥料等に着
目した営農活動を
行う

⑱　環境保全型農業直接支払交付金事業

【事業概要】 農業の有する多面的機能のうち，環境保全を
重視した営農活動に着目し，地球温暖化防止
や生物多様性保全に効果の高い営農活動に
取組む農業者組織等に対し支援する。

⑰　中山間地域等直接支払事業

【事業概要】 国土保全や水源涵養など，様々な面で重要な
役割を果たしている中山間地域等において，
そのような多面的機能を今後も継続して発揮
するため，生産条件の不利を補正するため，
集落等に対して支援を行う。

耕作放棄の防止を
内容とする協定に
基づき，集落が行
う共同活動に対し
交付金を交付する

協定対象となる急
傾斜地の農用地
等で水路泥上げや
農道草刈りなどを
集落の住民が行う

農業（漁業）者の所得が
向上する

条件不利な中山間地
域にある農地の適切
な維持管理が行われ
る

【事業費】

農政課20,464千円，産業振興課485千円

【事業担当課】 農政課，産業振興課

【実施内容】 国の示した取組及び岩手県知事による特認取
組のいずれかと，化学合成農薬及び化学合成
肥料を岩手県の慣行基準から５割以上低減し
た取組を併せて行う。

地球温暖化防止
や，減農薬等による
ほ場周辺の生態系
が豊かになることで
環境保全が進む

水源のかん養等の多面
的機能の低下及び集落
機能の衰退が軽減され
る

耕作放棄地の発生が防
止され，中山間地域等
の農用地の減少が軽減
される【事業担当課】 農政課，産業振興課

交付対象面積の精査をしながら，計画どおり執
行された。

【事業費】

【意図】
生産性の向上が図ら
れる
生活環境の改善が図
られる

【成果指標・実績値・目標値】

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 
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小施策
事業概要等

事業名
活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 

【進捗状況】 実施済み

【事業費】 農政課9,418千円，産業振興課4,500千円

【事業担当課】 農政課，産業振興課

【実施内容】 岩手中央農業協同組合及び新岩手農業協同
組合に対する補助金の交付

経営力向上と農業後継
者の育成につながる

【事業概要】 食料自給率の向上を図るため，需給調整を実
施する水田を有効に活用し，農業者・農業団
体自ら行う需給調整の取り組みを推進する。 農家に米の需給調整

と水田フル活用を図る
ため交付金を交付す
る

農家の米の需給調整
が進むとともに様々な
作物の栽培が盛んに
なる

農業経営の安定化が
図られる

㉓　水田営農特別対策事業費補助金
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ロジックモデルシート（平成29年度実績評価）

※再掲

生産コストが低減
する

【進捗状況】 計画通り実施した。

【事業費】

【実施内容】 盛岡市農業振興対策費補助金交付要綱に基
づき，りんごわい性苗木を新植し，又は改植す
る場合に要するりんごわい性苗木及び支柱購
入費の一部を補助する。
１　対象　　３人以上の農業者で組織された団
体で，代表者の定めがあり，かつ，組織及び運
営についての規約を定めているもの
２　補助率
(1) 苗木　経費の100分の30に相当する額以内
(2) 支柱　経費の100分の18に相当する額以内

C

【進捗状況】 Ｈ29実績
・苗木　　339本
・支柱　　236本

経済的リスクが軽減
される

野菜の販売生産において，最低保障価格の補
完を行うことにより生産出荷の安定と産地拡大
を図るための補助

産業振興課

農作業の省力化
が図られる（作業
時間減，臨時雇用
減）

農業者が組織する
団体に対し，わい性
苗木及び支柱の購
入経費の一部を補
助する

【実施内容】

補完金額が減少したものの実施済である。
補完金額41,440円×1/4＝10,360円

【進捗状況】

・農業近代化資金，農業経営基盤強化資金に
対する利子補給申請の承認及び補給金支払
い
・農業関係資金特別融資制度推進会議による
貸付認定審査

㉘　野菜価格対策事業費補助金

【事業概要】

わい化樹への切り
替えによってわい
化園地が増加する

【事業担当課】

農家等の団体によ
る簡易電気柵の設
置数が増加する

・盛岡猟友会に委託しツキノワグマの追い払いや
捕獲等活動を実施
・盛岡市鳥獣被害対策実施隊を編成し，ニホンジ
カの捕獲等対策を実施
・農協が実施するカラス等鳥類の捕獲等対策につ
いて補助を行う
・鳥獣による農作物の被害防止のため電気さくの
設置に係る補助を実施
・狩猟鳥獣による農作物の被害防止のため狩猟免
許の取得に要する経費の補助を実施

ニホンジカ捕獲のた
め鳥獣被害対策実
施隊を置く

ニホンジカ捕獲のた
め，ワナ設置や巻き
狩りを実施する

農業生産性が維持でき
る

ニホンジカ，カラス，
クマが減り農作物被
害が減少する

農業経営の安定化に
寄与する

農政課

【事業概要】 りんごの品質向上と省力栽培に寄与する「わい
化栽培」を導入する農業者等を支援し，農業
経営の安定と所得の向上を図る。

B

【実施内容】 事業主体：新岩手農業協同組合　（市1/4（125千
円以下）　JA1/4　農家1/2）
対象野菜：キャベツＡＬ８玉
補償上限価格　830円/箱　　　交付上限額　70円/
箱
支払対象592箱×70円＝41,440円
補助金額41,440円×1/4＝10,360円

野菜（キャベツ：春み
どり）の販売生産に
対し，最低保障価格
を補完するため補助
金を交付する

認定農業者等の利
子支払いの負担が
減る

【事業費】 200千円

【事業概要】

㉙　りんごわい化栽培促進事業費補助金

ＪＡ新岩手が生産者
に価格補填をするこ
とで農家の生産費
割れのリスクが低減
する

農業（漁業）者の所得が
向上する

認定農業者等が借
り入れた制度資金
利子補給の承認及
び支払い事務を行う

10千円

【事業担当課】

A

都市・農山村交流人
口

（単位　人　）

H29 H31 H36

農協等が適正処
理の啓発活動及
び年2回の一斉回
収を実施する

農業用廃プラス
チックの処理に要
する時間・費用を
縮減できる

【事業担当課】 農政課，産業振興課

【実施内容】 ・農業協同組合が農業用廃プラスチックの回収及び再
処理を行う場合に，運搬費に相当する経費の２分の１
に相当する額以内の額を補助。（盛岡・都南）
・農業者等の組織する団体が玉山地域内の農畜産業
によって生じる農業用廃プラスチックの回収処理事業
を行う場合に要する経費の一部を補助。（玉山地域）

農業協同組合等
の団体が行う回収
業務に対し，運搬
費用又は事業費
の一部を補助する

【成果指標・実績値・目標値】

盛岡猟友会，中央
農協に追払い，捕獲
を委託，補助金を交
付する

盛岡猟友会，中央
農協がクマやカラス
等の捕獲・駆除を実
施する

1,192,579 1,292,000 1,354,000

栽培管理記録簿等
の作成や市場への
宣伝，生分解性マル
チの導入などが実
施される

環境負荷の軽減が
図られ，安全・安心
な農産物生産ととも
に，生産コストの縮
減に繋がる

消費者の信頼を得る取り組みとして，農産物の
トレーサビリティシステムの構築と環境にやさし
い生産資材を供給し環境負荷の軽減を図るた
めの補助 販売先・消費先が拡

大する

【実施内容】

【意図】
生産性の向上が図ら
れる
生活環境の改善が図
られる

㉔　農産物生産振興対策事業費補助金

【事業担当課】 産業振興課

【事業費】 194千円

【事業概要】

㉕　農業用廃プラスチック再生処理事業費補助
金
【事業概要】

【対象】
農業者，林業者

事業主体：新岩手農業協同組合
総事業額：767,634円
補助金額：194,000円
栽培管理記録簿等の作成配布・青果市場・米
卸への宣伝・販売旅費・生分解性マルチの導
入など

【進捗状況】

地球的規模での環境問題が関心を高めている
中，施設園芸野菜生産等における使用済農業生
産資材の処理の適正化を図るため，盛岡市農業
振興対策費補助金交付要綱又は盛岡市農業振
興等対策費補助金交付要領に基づき，農業協同
組合，農業者の組織する団体に対し，農業用廃プ
ラスチックの再生処理に係る経費の一部を支援す
るもの。

【事業費】 農政課130千円，産業振興課415千円

事業名
小施策

事業概要等

【別紙】 施策コード 21 施策名 農林業の振興 小施策
主管課名

農政課
小施策コード 21-1 小施策名 経営力・生産意欲の向上と後継者の育成

農業者の効率的かつ安定的な農業経営を支
援するため，農業経営のための資金を借り入
れようとする農業者に対して規則により支払利
子の一部を補助する。

【事業費】

農政課

886千円

【事業担当課】

【進捗状況】 実施済み

計画どおり実施した。

トレーサビリティや環
境にやさしい生産資
材を供給し環境負荷
の軽減を図る事業
主体に対し補助金を
交付する

【進捗状況】 実施済み

㉗　農業近代化資金等利子補給事業補助金

㉖　有害鳥獣対策事業

【事業担当課】

【実施内容】

【事業概要】 有害鳥獣による農作物被害等を軽減し，農家
の収益を向上させるため，鳥獣の捕獲及び被
害防止に係る事業を実施する。

【事業費】 農政課3,334千円，産業振興課230千円

農政課，産業振興課

農業者等の団体に
簡易電気さく設置の
補助金を交付する

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 

Ｈ30年６月作成 
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事業名
小施策

事業概要等
活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 

【事業費】 農政課35,609千円（繰越明許費164,450千
円），産業振興課31,984千円

【進捗状況】 ７事業者の農業機械導入等に係る経費に対
し，補助金を交付。

㉚　経営体育成支援事業費補助金

【事業概要】 地域の農業の担い手の育成及び確保を図るた
め，経営規模の拡大，経営の多角化等に取組
む際に必要となる農業用機械の導入に要する
経費に対して助成する。

【事業費】 農政課13,816千円，産業振興課0千円

【事業担当課】 農政課，産業振興課

【実施内容】 農業用機械の導入等に係る経費に対して，事
業費の3/10～1/2以内で補助金を交付する。

【進捗状況】 ５事業者の農業施設整備に係る経費に対し，
補助金を交付。

産地パワーアップ計
画の取組に中心的
な経営体として位置
付けられた農業者・
農業団体に補助金
を交付する

農政課，産業振興課

【実施内容】 高収益作物・栽培体系への転換を図る取組に
必要な農業機械導入，施設整備等に係る経費
に対して補助金を交付する。

【事業概要】 環太平洋パートナーシップ協定の大筋合意を
踏まえ，地域の営農戦略に基づいて実施する
産地の高収益化に向けた取り組みを総合的に
支援する。

農業者・農業者団体
が，農業機械等の
導入や施設整備等
を行う

㉛　産地パワーアップ事業補助金

地域農業マスタープ
ランに位置づけられ
た中心経営体等に
補助金を交付する

中心経営体等が農
業用設備・機械等を
購入する

効率の良い生産活
動により生産力が向
上，規模拡大が進
む

生産性・市場性の高
い産地が形成される

【事業担当課】
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ロジックモデルシート（平成29年度実績評価）

ユートランド姫神の
施設を再整備し機能
を拡充する

盛岡農畜産物を販
売・提供する拠点が
ユートランド姫神に
整備される

【進捗状況】

【進捗状況】 計画どおり負担金を交付した。

【事業担当課】 農政課

【実施内容】 農業関係団体で構成する盛岡市農業まつり実
行委員会に負担金を交付。

㊲　盛岡市農業まつり開催事業

予算計上した事務は実施できた。ただし、施設
の安定的運営を図るための環境整備の構築ま
でには至らなかった。

【事業概要】

【実施内容】 指定管理者制度により「たまやま振興株式会
社」に管理を委託している。

【事業費】 105,680千円（H28繰越分95,490千円）

【事業担当課】 産業振興課

【実施内容】

㉟　総合交流ターミナル管理運営事業

【事業概要】 玉山地域内の温泉宿泊施設として，観光・物
産の振興を図ることを目的に管理運営委託を
行う。

【事業費】 42,888 千円

【進捗状況】 計画どおり実施できた。

盛岡市総合交流
ターミナルの管理運
営を，指定管理者制
度によりたまやま振
興株式会社に委託
する

たまやま振興株式
会社が都市と農村
の交流を目的とした
事業運営を行う

C

【事業担当課】 産業振興課

盛岡市の農山村地域
に愛着を感じる人が
増加する

盛岡市の農山村地域
を定期的に訪れる（滞
在する）人が増える

都市交流を通じて農
林業への理解・関心
が深まる

農業者，林業者

1,292,000 1,354,000

B

【意図】
生産性の向上が図ら
れる
生活環境の改善が図
られる

【成果指標・実績値・目標値】

H29 H31 H36
1,192,579

（単位　人　）

グリーン・ツーリズム
推進協議会の構成
団体が，研修会等に
参加する

魅力あるプログラム
や受入技術が向上
する

【事業担当課】 農政課

【実施内容】 ・　盛岡市グリーン・ツーリズム推進協議会構成
団体の事業の周知・ＰＲ
・　グリーン・ツーリズムを推進するための研修
会等への参加
・　グリーン・ツーリズムの実施状況の情報発信
（市のホームページ）

計画どおり実施できた。
A

都市・農山村交流人
口

経営力・生産意欲の向上と後継者の育成

【実施内容】 区画数42
利用期間は６月～11月
作付作物そば

【進捗状況】 計画どおり実施できた。

㉝　グリーン・ツーリズム推進事業

㉞　中山間振興施設管理運営費補助金

【事業概要】 農山漁村活性化プロジェクト支援交付金を利
用して整備した，旧大ケ生金山坑道跡施設の
管理運営に対する費用の補助を行う。

「大ケ生金山の里づ
くり実行委員会」が
行う「万寿坑」の管
理運営費に補助金
を支出する

大ケ生金山の里づく
り実行委員会が万
寿坑まつりなどのイ
ベントを行う

280千円

【事業担当課】 農政課

【実施内容】 旧大ケ生金山の坑道を整備し，史跡や観光等
を目的に「万寿坑」として一般の見学に供する
ため，地元住民で組織する「大ケ生金山の里
づくり実行委員会」が施設の管理運営をしてお
り，中山間地域活性化の観点からその費用の
補助を行っている。

【事業費】

【事業概要】 グリーン・ツーリズム（ＧＴ）は「緑豊かな農山漁
村地域において，その自然，文化，人々との交
流を楽しむ，滞在型の余暇活動」と定義づけさ
れており，この事業を推進することにより，都市
と農山村の交流を通じて農山村地域の活性化
を図る。

【進捗状況】

【事業費】 0千円（ゼロ予算事業）

グリーン・ツーリズム
推進協議会の構成
団体の活動を周知
するウェブサイトを
更新する

ウェブサイトをみて，
各構成団体のプロ
グラムに参観する市
民，来盛者が増加す
る

【対象】

【別紙】 施策コード 21 施策名 農林業の振興 小施策
主管課名

都市住民との交流
促進のため，体験農
園を管理する団体に
対して維持管理経
費を助成する

管理団体が都市住
民等を対象に，体験
農園の利用募集等
を行う

事業名
小施策

事業概要等

産業振興課

㉜　岩洞体験農園管理運営補助金

【事業概要】 都市住民への豊富な自然環境のアピールと交
流を促進するために整備した岩洞体験農園の
施設維持管理や利用者への指導助言活動な
ど管理運営費を助成するもの。

【事業費】 285千円

【事業担当課】

農政課
小施策コード 21-1 小施策名

交流ホール，宿泊棟，クアハウス等の改修や屋
外交流サイトの新築など機能拡充の施設整備
を行う。
施設等の効果促進のため，ユートランド姫神を【進捗状況】 29年度で事業完了

市内で生産された農産物を農家や関係団体が
直接販売及びイベントなど消費者との交流を
通じて相互理解を深める。

【事業費】 1,411千円
盛岡市農業まつり実
行委員会に負担金
を支出する

盛岡市農業まつり実
行委員会が農産
物，加工品等の販
売などのイベントを
実施する

㊱　玉山の賑わい創出事業（総合交流ターミナ
ル機能の拡充）（H29のみ構成事業）
【事業概要】 ユートランド姫神の再整備により，都市部等の

若者をターゲットに「非日常空間を提供する施
設」として，交流・観光拠点，地域農業の６次産
業化拠点としての機能を拡充する。

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 

Ｈ30年６月作成 
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事業名
小施策

事業概要等
活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 

大ケ生地区の地域
の魅力を高める取
組を推進するため，
地域おこし協力隊員
を任用する

地域おこし協力隊が
地域農産物等の振
興活動や地域行事・
伝統芸能の支援活
動を行う

【事業費】 2,772千円

【事業担当課】 農政課

【実施内容】 ・農林業や特産品の振興に係る活動
・地域への誘客や交流に係る活動
・地域行事や伝統芸能の支援に係る活動
・地域ブランド等のプロモーションに係る活動

㊳　地域おこし協力隊活用事業（大ケ生地区）

【事業概要】 「地域おこし協力隊」による大ケ生地域での暮
らしや農業体験を通した，都市農村の交流や
地場産品のＰＲ，民俗芸能の伝承活動等によ
り，地域の魅力を高める取組を推進する。

【進捗状況】 計画どおり実施した

㊴　地域おこし協力隊活用事業（玉山地域）

【事業概要】 　「地域おこし協力隊」により，玉山地域の地域
資源を活用し，ユートランド姫神を軸として都市
と農村との交流を促進し，玉山地域の活性化
につなげる取組を実施する。

玉山地域の活性化
を高めるため，地域
おこし協力隊員を任
用する

地域おこし協力隊と
市指定管理者等が
各種事業を企画実
施する

【事業費】 5,008千円

【事業担当課】 産業振興課

【実施内容】 ユートランド姫神など地域拠点施設への誘客
促進や交流・観光拠点，地域農業の６次産業
化拠点として同施設を軸とした，玉山地域の
ニューツーリズムの企画運営を行う。

【進捗状況】 地域内の民家で生活し，ミョウガ栽培や稲作な
どの農作業を手伝い，山里暮らしを体験。民俗
芸能（神楽，剣舞）の練習や年中行事に参加
のほか，地域の特性や魅力を内外へ情報発信
し，地域住民との信頼関係を構築。集落機能
の維持・活性化に向けた話し合いの場をつくり
出している。
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ロジックモデルシート（平成29年度実績評価）

【進捗状況】

簡易パーキングトイ
レの電気料金，浄化
槽の維持管理を実
施する

ドライバー等がトイレ
を利用する

隣接する産直施設
「てんぐの里106」の
利用者が増え盛岡
の農産物の販売促
進につながる

就業改善センターを安全
に使用できるよう適切な
管理を行う

・施設修繕・備品修繕等，施設の維持管理の
実施
・施設の貸出し
・砂子沢生活改善センターに係る長寿命化大
規模改修の基本構想検討

薮川地区活性化推
進協議会に岩洞活
性化センター及び町
村活性化センターの
管理運営を指定管
理者制度により実施
する

【事業概要】

農村地域の福祉増
進が図られる

【事業費】 494千円

【事業担当課】 農政課

【実施内容】 ・簡易パーキングトイレに係る電気料金の負担
・簡易パーキングトイレに係る浄化槽の維持管
理

【実施内容】 ・施設修繕・備品修繕等，施設の維持管理の
実施
・施設の貸出し

【進捗状況】 計画どおり実施できた。

㊷　生活改善センター管理運営事業

【事業概要】 農林業の振興及び住民の生活改善の促進を
図るための研修，集会，その他の活動のため
の施設として設置された生活改善センターの
管理運営を行うもの。

指定管理者制度に
より生活改善セン
ターの維持管理を行
う【事業費】

【事業費】 10,218千円

【事業担当課】 産業振興課

【進捗状況】 計画どおり実施できた。

㊺　活性化センター管理運営事業

【進捗状況】 計画どおり実施できた。

21 施策名

㊵　構造改善センター管理運営事業

【事業概要】 農業構造改善センターの維持管理を行うと共
に，地域住民に交流の場として提供し，農家，
非農家の交流を促進し，生活文化の向上を目
的とする。

【進捗状況】

事業名
小施策

事業概要等

【事業担当課】 農政課・産業振興課

【実施内容】

【事業概要】 薮川地域の活性化と農業振興を目的に研修
室等を備えている岩洞活性化センターと町村
活性化センターの適正な管理運営を図るた
め，管理運営委託を行う。

【実施内容】 指定管理者制度により薮川地区活性化推進協
議会に管理を委託する。

【進捗状況】 計画どおり実施できた。アセット計画について
は平成31年度まで延長し検討をすることとし
た。

川目地区憩いの広場簡易パーキングトイレの
施設維持管理を行うもの。

【事業担当課】 産業振興課

【実施内容】 就業改善センターの施設維持管理を行う。

㊸　就業改善センター管理運営事業

【事業費】 7,613千円

㊹　川目地区憩いの広場施設管理事業

【対象】
農業者，林業者

センター利用者の利
便性が保たれる

【事業費】 農政課564千円，産業振興課分5,886千円

【事業担当課】 農政課・産業振興課

【事業担当課】

【成果指標・実績値・目標値】

地域住民及び地域
外住民との交流の
機会が増加する

農政課405千円，産業振興課分2,744千円

【意図】
生産性の向上が図ら
れる
生活環境の改善が図
られる

A

計画どおり実施できた。

都市・農山村交流人
口

（単位　人　）

H31 H36
1,192,579

B

1,354,000

H29
1,292,000

農林業の振興 小施策
主管課名

農業構造改善セン
ターの維持管理を行
う

【事業費】 8,809千円

C

農政課
小施策コード 21-1 小施策名 経営力・生産意欲の向上と後継者の育成

農政課

【実施内容】 ・施設修繕・備品修繕等，施設の維持管理の
実施
・施設の貸出し
・飯岡農業構造改善センターに係る長寿命化・
複合化計画基本構想の策定

施設の維持管理，貸出しについては，計画通
り実施できた。
長寿命化・複合化計画については，地元住民
や利用者との意見を踏まえ，基本構想は策定
せず，計画を見直すこととした。

㊶　地区振興センター等管理運営事業

【事業概要】 農林業の振興及び住民の交流の促進を図るた
めの研修，集会，その他の活動のための施設
として設置された地区振興センターの管理運
営を行うもの。

指定管理者制度に
より地区振興セン
ターの維持管理を行
う

地域住民が交流の
場として地区振興セ
ンター等を利用する

【別紙】

農村地域において，農業従事者がその希望及
び能力に従って工業等へ就業することを促進
することにより，農業と工業等との均等ある発展
に資するとともに，地域福祉の増進を図る施設
として設置された就業改善センターの維持管
理や各設備の点検を実施する。

【事業概要】

施策コード

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 
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農家から預託を受け
た家畜の放牧・健康
管理を行う

農家が安価に子牛
を生産できる

経営の安定化が図
られる

農作業や仕事と畜
産業の両立が可能
となる

牧場で飼料を生産
する

種雄牛を導入し自然
交配を行う

伝染病等の発生が
あった場合の被害拡
大の未然防止が図ら
れる

臭気や汚物の処理へ
の苦情があった場
合，農家の実態調査・
現地確認を行う

畜産環境についての
研修会に参加する

畜産振興事業が実施
される

家畜の頭数の増加と
品質向上が図られ，
生産者の意欲向上に
つながる

岩手県央へい獣処理
協議会へ負担金を支
出する

へい獣保冷庫の運営
負担が軽減される

へい獣の受入れが円
滑になり，畜産農家が
安心して経営できる

岩手県畜産共進会等
に副賞を提供する

各畜産関係７団体に
負担金を支出する

実態調査・現地確認
の結果に応じて，農家
に対して環境汚染防
止の指導を行う

畜産環境整備につい
て学ぶ

畜産経営の環境が整
備され，周辺の非農
家との相互理解が深
まる

黒毛和種，短角牛の
飼育農家が牧野に家
畜を預ける

自然交配により生ま
れた子牛が増える

放牧により，家畜農家
の労働コスト，経済的
コストの負担軽減が
図られる

放牧牛に五種混合ワ
クチン接種，バイチ
コール等の散布をす
る

市営牧野の放牧牛の
疾病が減少する

飼養牛の健康が維持
される

鳥インフルエンザ等の
研修に参加する

鳥インフルエンザ発生
時の緊急対応方策を
学ぶ

㊿　区界牧野管理運営事業

実施済み

【事業概要】 管内の畜産振興を図るため，5月中旬から10月
中旬まで区界牧野において，牛（日本短角種，
黒毛和種およびホルスタイン種）の預託放牧を
行うもの。

【実施内容】 へい獣（死亡家畜）の適正処理を行うため，岩
手県央へい獣処理協議会が管理するへい獣
保冷庫の運営費を負担する。

【進捗状況】

【進捗状況】 実施済み

㊼　畜産経営環境保全体対策事業

臭気や汚物処理への苦情を受け，現地確認し
指導を行った。

㊾　へい獣保冷庫運営事業

【事業概要】

【実施内容】

５～10月の間，牧野を
開設し家畜を受け入
れる

【事業担当課】 農政課

【実施内容】

【進捗状況】

研修会への参加及び畜産経営で発生する臭
気等の環境汚染に関する住民からの意見を受
けて，実態調査・現地確認等を行う。

【事業概要】 畜産経営による環境汚染を防止するため，研
修会参加及び農家の実態調査・巡会指導を行
うもの。

【事業費】 0千円（家畜衛生対策事業へ併合）

【事業担当課】 農政課

51　畜産振興事業（御大堂牧野放牧促進事業
費補助金）

【事業担当課】 農政課

【実施内容】 ・5月～10月　牛の放牧事業
・梁川牧野農業協同組合への謝礼金支出
・牧野土地借上料支出
・放牧料の収納事務
・家畜用水給水管工事

【進捗状況】 計画どおり事故なく実行できた。

【事業費】 8,591千円

【事業担当課】
畜産経営が安定化
する

農業（漁業）者の所得が
向上する

990千円

【事業概要】 御大堂牧野農業協同組合の放牧事業を補助
することにより，放牧を円滑に進め，かつ放牧
農家の経済的負担を軽減し，当市の畜産振興
を図るもの。

へい獣（死亡家畜）の適正処理を行うため，岩
手県央へい獣処理協議会が管理するへい獣
保冷庫の運営費を負担するもの。

㊽　畜産振興事業（各種補助金を除く）

【事業概要】 安定的，効率的な畜産経営を実現するため各
種補助事業を実施し，畜産振興を図るもの。

御大堂牧野農業協同
組合に補助金を支出
する

御大堂牧野で短角牛
の放牧事業が行われ
る

※再掲

都市・農山村交流人
口

（単位　人　）

H29 H31 H36
農家の負担が軽減さ
れ，生産に集中するこ
とができ，生産性の向
上に繋がる

1,192,579

農政課，産業振興課

【実施内容】 ・放牧検査・五種混合ワクチン接種の獣医手配
・放牧用マグネシウム及び鉱塩，バイチコール
手配
・研究，研修等参加

農家の生産意欲の向
上に繋がる

B

農政課1,311千円

農政課

・共進会等の副賞贈与
・各畜産関連協議会活動の負担金支出

計画どおり実施済み

【対象】
農業者，林業者

【意図】
生産性の向上が図ら
れる
生活環境の改善が図
られる

【成果指標・実績値・目標値】

1,292,000 1,354,000【事業費】 0千円（家畜衛生対策事業へ併合）

【事業費】

C

A

実施済み
大沼牧場については，看視人の辞退により，Ｈ
29は開設していないもの。

【別紙】 施策コード 21 施策名 農林業の振興 小施策
主管課名

【進捗状況】

農政課
小施策コード 21-1 小施策名 経営力・生産意欲の向上と後継者の育成

事業名
小施策

事業概要等

畜産生産が維持さ
れる

㊻　家畜衛生対策事業

【事業概要】 盛岡市管内の家畜防疫体制の強化及び市営
牧野における預託牛の疾病予防を行うもの。

【事業費】 農政課730千円，産業振興課848千円

【事業担当課】

飼養頭数の増頭，経営規模
の拡大が可能となる

【事業概要】 管内の畜産振興を図るため，市営山谷川目牧
野・姫神実験牧場において牛の預託放牧を行
なうもの(5月～10月)。また，大沼牧場において
冬季間の舎飼を行なうもの(4月，5月及び11月
～3月)。

【事業費】 18,172千円

【進捗状況】 実施済み

【事業担当課】

【実施内容】 山谷川目牧野：夏季間のホルスタイン種及び
黒毛和種の放牧
姫神実験牧場：夏季間の日本短角種の放牧
大沼牧場：冬季間の日本短角種及び黒毛和種
の舎飼

52　牧野管理運営事業

【事業担当課】 産業振興課

農政課

【実施内容】 御大堂牧野農業協同組合の放牧事業に補助
金を支出する。

生産コストの低減が
図られる

家畜を放牧する牧
草地の維持管理を
行う

【事業費】

農家が安価に飼料
を購入できる

【進捗状況】

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 
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※再掲

新岩手農協に対し
補助金を交付する

新岩手農協が，放
牧した短角牛の数に
応じて補助金を交付
する

59　肉用牛生産振興対策事業（日本短角種振
興事業補助金）
【事業概要】

短角牛（純粋種）の
子牛頭数が増える

【事業概要】 短角牛（純粋種）を確保するため，子牛の保
留・導入に対して補助するもの。

【実施内容】 岩手中央農業協同組合が日本短角種の優良
繁殖雌牛又は肥育素牛を保留・導入する場合
に要する経費に対し，１頭あたり２万円を上限と
して補助金を支出する。

【進捗状況】 実施済み

250千円【事業費】

産業振興課

【実施内容】 補助額の総額が300千円の範囲内で短角繁殖
雌牛を放牧した場合、家畜運搬の経費の一部
助成
1頭当り1,600円×156頭

短角牛の振興を図るため繁殖雌牛を公共牧場
に放牧した場合助成する。

【進捗状況】 実施済み

【事業担当課】

新岩手農業協同組
合が乳用牛群検定
を円滑に実施する

新岩手農業協同組
合が補助金により，
市場価格より安い価
格で和牛農家へ牛
を貸付けする

岩手中央農協、岩手中央酪農協同組合及び
盛岡市和牛改良組合，都南和牛改良組合に
補助金を支出する。

【進捗状況】 実施済み

実施済み

58　畜産振興事業（短角牛生産対策事業費補
助金）

【進捗状況】

57　畜産振興事業（肉用牛改良増殖事業費補
助金）

56　畜産振興事業（種雄牛管理事業費補助金）

産業振興課

【実施内容】

新岩手農業協同組
合が，優良黒毛和
種を保留する

【事業費】 農政課910千円，産業振興課70千円

【事業担当課】

【事業担当課】 農政課，産業振興課

【実施内容】

（１）家畜導入事業　農協が肉牛を導入し，農
家に貸付した場合92,000円/頭補助する。県
46,000円+市46,000円。上限は460,000円
（２）乳用牛群検定普及定着化事業　乳牛の牛
群検定事業を行った場合に補助する。（全額
県費）

産業振興課

【進捗状況】

54　畜産振興事業（畜産振興総合対策推進指
導事業）

新岩手農業協同組
合へ補助金を交付
する

優良繁殖雌牛（和牛登録協会審査得点80点
以上）の子牛を保留又は導入した場合補助総
額70万円を限度とし1頭当り2万円助成する。

55　畜産振興事業（黒毛和種地域内保留対策
事業補助金）
【事業概要】 黒毛和種の優良牛を地域内に保留し優良牛

の増頭を図る。
優良黒毛和種を地
域内に保留した新岩
手農業協同組合に
補助金を交付する

実施済み

【事業費】 564千円

【事業担当課】

事業概要等

【別紙】

【事業概要】

実施済み

事業名

【事業概要】 効率的で生産性の高い畜産経営体を育成す
るために，岩手県畜産振興総合対策推進指導
事業実施要領に基づく事業を実施するために
必要な経費を補助する。

【事業概要】 盛岡市短角牛生産組合，玉山地域の公共牧
場で供用している種有牛の管理事業に対し
て，その経費の一部を補助するもの。

【実施内容】 盛岡市短角牛生産組合，玉山地域の公共牧
場が行う種雄牛の管理事業に対して，その経
費の一部を補助する。

【事業費】

53　畜産振興事業（畜産振興総合対策推進指
導事業を除く）
【事業概要】

700千円

安定的効率的な畜産経営を推進するため各種
補助事業を実施し畜産振興を図る

【事業費】 2,892千円（繰越明許53,234千円）

実施済み

【進捗状況】

産業振興課

【実施内容】

【事業担当課】

畜産関係県補助並びに市単補助事業の実
施。

（単位　人　）

H29 H31

盛岡市短角牛生産
組合，新岩手農業
協同組合及び玉山
馬産組合に対し補
助金を交付する

盛岡市短角牛生産
組合，新岩手農業
協同組合及び玉山
馬産組合が種雄牛
の冬季の円滑な飼
養管理を行う

【意図】

種雄牛が健康に飼
養される

肉用牛の地域内の育種価を高め，生産性の向
上及び生産農家の意欲向上を図るために要す
る経費に対して補助するもの。

H36
1,192,579 1,292,000

都市・農山村交流人
口

A

【成果指標・実績値・目標値】

生産性の向上が図ら
れる
生活環境の改善が図
られる

B

飼養管理技術が向
上し，質の高い牛乳
生産が行われる

和牛農家が繁殖牛
を有利な条件で取
得することで経営の
規模拡大が図られ
る

農家の農業生産額が増
える

地域の黒毛和種保留に
かかる費用負担が軽減さ
れることで，効率的な増
頭が可能になる

【対象】
農業者，林業者

農政課
小施策コード 21-1 小施策名 経営力・生産意欲の向上と後継者の育成

包括的な補助により
農家生産基盤が整備
される

施策コード 21 施策名 農林業の振興 小施策
主管課名

優良牛の販売数が
増加する

農業（漁業）者の所得が
向上する

小施策

事業実施主体へ補
助金の交付を行う

事業実施主体が，
畜産振興事業を実
施する

岩手中央農業協同
組合が，短角牛の
優良繁殖雌牛，肥
育素牛を積極的に
購入する

【事業費】 1,148千円

【事業担当課】

岩手中央農協，岩
中酪農協，盛岡市
和牛改良組合，都
南和牛改良組合の
それぞれの事業に
対し，補助金を支出
する

補助金が支出され
た各団体により，受
精卵移植，和牛計
画交配，共進会開
催などの事業が行
われる

肉用牛の地域内の
育種価値を高め，生
産性の向上，生産
農家の意欲向上が
図られる

農政課

【実施内容】

良質な牛馬が生産さ
れる

冬季の適正な管理に
より，来期の放牧にお
ける種雄牛の故障率
の低減や，雌牛の受
胎率向上が図られる

140千円

【事業担当課】 農政課

【進捗状況】

1,354,000

子牛価格が安定す
る

増頭による経営規
模拡大が可能にな
る

【事業費】

C

日本短角種を保留・
導入する岩手中央
農業協同組合に補
助金を支出する

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 
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事業概要等

事業名
小施策活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 

もりおか短角牛の需
要が増える

もりおか短角牛振興
協議会に補助金を
支出する

もりおか短角牛振興
協議会が，もりおか
短角牛ＰＲの事業を
行う

もりおか短角牛を食
べる市民が増え，市
ブランドとして認知さ
れる

【事業費】 300千円

60　畜産振興事業（もりおか短角牛振興事業費
補助金）
【事業概要】 もりおか短角牛フェアを通じ，飲食店とのマッ

チングやＰＲ活動を行い，もりおか短角牛の振
興を図るため，もりおか短角牛振興協議会へ
補助金を支出する。

【進捗状況】 協議会の事業実績
・もりおか短角牛フェアの開催（1/29～3/15）
・もりおか短角牛マップの作成
・各種イベントやメディア等を活用した周知

【事業担当課】 農政課

【実施内容】 もりおか短角牛振興協議会に補助金を支出す
る。

【進捗状況】 ３農家，29頭の導入経費に対し補助を実施

61 畜産振興事業（もりおか短角牛肥育経営安
定化対策事業費補助金）
【事業概要】 もりおか短角牛の生産維持と畜産振興を図る

ため，子牛（肥育素牛）の導入経費に対する補
助を実施する。

もりおか短角牛肥育
農家に対し，子牛
（肥育素牛）購入に
係る補助金を交付
する

もりおか短角牛肥育
農家に対し，子牛
（肥育素牛）購入に
係る補助金を交付
する

もりおか短角牛の肥
育頭数が増加する

もりおか短角牛の出
荷頭数が増加する

【事業費】 2,867千円

【事業担当課】 農政課

【実施内容】 補助対象　もりおか短角牛肥育農家
補助内容　子牛（肥育素牛）の購入価格が１頭
につき15万円を超える場合，その超えた額の
4/5に相当する額以内の額を補助（上限25万
円）する。
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ロジックモデルシート（平成29年度実績評価）

（単位　　　）

H29 H31 H36

Ｃ

（単位　　　）

H29 H31 H36

市民が森林レクリエーショ
ンや保健休養として林間
キャンプ場等と地元産外山
そば販売の食堂を利用す
る

【実施内容】 ・指定管理者による外山森林公園の維持管理
及び運営管理
・人夫使役による園内整備，小規模施設の維
持修繕

園内の倒木処理等の作業
人夫を使役し，小規模施設
の維持修繕を実施する

人夫使役により園内の倒
木処理等の作業が行わ
れ，受託者により小規模施
設の維持修繕が実施され
る

公園を利用する市民の安
全性と，公園の美観が保
持される

【進捗状況】  年度協定締結による指定管理運営
 施設内修繕（給水管）

　　　　　　　　　　　　事業費　　　16,604千円

67　外山森林公園管理事業

【事業概要】 市民の保健休養及びレクリエーションの場とし
て整備された森林公園の管理運営を行う。（平
成18年度から指定管理に移行）

【事業費】 16,604千円

【事業担当課】 林政課
盛岡市森林組合に，外山
森林公園の管理運営を指
定管理者制度により実施
する

盛岡市森林組合が外山森
林公園の管理運営を行う

農政課
小施策コード 21-1 小施策名 経営力・生産意欲の向上と後継者の育成

事業名
小施策

事業概要等

【別紙】 施策コード 21 施策名 農林業の振興 小施策
主管課名

62　緑化推進事務

春・秋の年２回，緑
の募金活動を実施
する

集まった募金によっ
て，様々な緑化運動
が実施される

町内会，学校等で緑
化が推進される

【事業概要】 緑の募金法に基づく「緑の募金」による寄付金
の募集及び寄付金を活用した森林整備等の推
進に向けた活動を行う。

【事業費】 ０円

【事業費】 135千円

【進捗状況】 春・秋の年２回緑の募金活動を実施した。協力
いただいた募金を，地域や学校の緑化活動に
対する苗木の提供や，森林保全活動，森林愛
護活動や自然保護活動等に活用した。

63　林業活性化対策事業

【事業概要】 林業振興を推進するために市民の諮問機関と
して審議会を設置し，林業振興を推進する。

【事業担当課】 林政課

【実施内容】 ・緑の募金活動を実施（春・秋年2回）
・環境緑化活動を実施する 市民の環境緑化へ

の意識が高まり，健
全な森の育成や，緑
化に寄与する

環境緑化活動を実
施する

市民が環境緑化活
動に参加する

【事業担当課】 林政課

【対象】

【実施内容】 総合的な森林施策に関する重要事項を調査
審議するため盛岡市林業振興審議会を開催
する。 盛岡市林業振興審

議会を開催する

盛岡市林業振興審
議会が総合的な森
林施策を審議し，有
効な施策が生み出
される

盛岡市の林業振興
が推進される

農業者，林業者

【進捗状況】 平成29年11月13日に平成29年度盛岡市林業
振興審議会を開催し，当市の林業施策及び森
林整備計画の変更（案）及び森林・林業の再生
に向けた事業案について審議した。

【意図】
生産性の向上が図ら
れる
生活環境の改善が図
られる

林業者の生産意欲が向上
する

林業の生産性が向
上する

【成果指標・実績値・目標値】

A

都市・農山村交流人
口

1,117千円

H31 H36
1,192,579 1,292,000 1,354,000

Ｂ

64　市民植（育）樹祭事業

【事業概要】 市民参加による植（育）樹活動を通して，健全
な森林づくりと森林環境の保全に対する意識
向上を図るため，市民植（育）樹祭を開催す
る。

（単位　人　）

H29

【事業担当課】 林政課

65　森林・林業情報等調整事務事業

多くの一般市民，森
林愛護関係者，林
業関係者，及び行政
関係者が参加する

【進捗状況】 平成29年10月16日に「平成市民の森」にて第
11回盛岡市民育樹祭を開催した。
スギの造林地約0.4haの枝打ちとともに，広葉
樹の伐採・機械による枝打ちの実演を行った。
参加者　171人

市民等の森林・林業
の重要性と森林環
境の保全に対する
意識の向上が図ら
れる

【事業概要】 市民に対し森林・林業情報を提供することによ
り，森林・林業に対する理解を深める。

【事業費】 0千円

【進捗状況】 探鳥会や植樹祭及び外山森林公園・都南つど
いの森でのイベント情報などをホームページ及
び広報もりおかに掲載し，市民に対する周知を
行った。

市民に対し森林・林
業の情報を提供す
る

市民が森林・林業に
ついて知る

【実施内容】 盛岡市民植（育）樹祭を開催する。

盛岡市民植（育）樹
祭を開催する。

林業関係団体の運
営に資するため負
担金を支出する

林業関係団体の活
動が行われる

【進捗状況】 公益的森林機能の重要性を広く市民に普及す
るなど林業活性化に寄与する各林業関係団体
（７団体）の運営に資するため，負担金を支出
した。

【事業費】 585千円

【事業担当課】 林政課

【実施内容】 林業活性化に寄与する各林業関係団体に負
担金を支出する。

66　林業関係団体育成強化事業

【事業概要】 林業の活性化を目的とする林業関係団体の運
営に資するため，負担金を支出する。

【事業担当課】 林政課

【実施内容】 ・市民植（育）樹祭，探鳥会，ホームページによ
る情報提供
・森林公園等における森林林業振興に関する
イベント開催

【事業費】

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 

Ｈ30年６月作成 
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事業名
小施策

事業概要等
活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 

（単位　　　）

H29 H31 H36

（単位　　　）

H29 H31 H36

Ｃ

（単位　人　）

H29 H31 H36
1,192,579 1,292,000 1,354,000

Ｂ

市産材を利用した住宅の
新築や増改築が促進され
る

【進捗状況】 ・簡易な木造施設等を整備する町内会に，市
産材を原材料として支給した。
・市産材を利用し新築や増改築を行った市民
に対して補助金を交付した。

【対象】
農業者，林業者

【意図】
生産性の向上が図ら
れる
生活環境の改善が図
られる

盛岡市木材流通推進会議を
開催する

具体的な市産材利用拡大
及び流通体制の整備に向
けた検討が行われ対策が
とられる【進捗状況】 木材利用推進会議を１回開催し庁内の市産材

を含めた木材利用を依頼した。また，盛岡市木
材流通推進会議を２回開催し，具体的な市産
材利用拡大に向けた検討を行なった。

市産材の利用量が
増加し，森林所有者
の収入が増加する

71　市産材利用拡大推進事業

【事業概要】 盛岡市域で産出される木材（市産材）を広くＰＲ
し，木材の需要拡大を推進する。

町内会等が簡易な木造施設
等を整備する際，原材料とし
て市産材を支給する

市産材が使用されるととも
に市産材利用の意義につ
いてＰＲすることができる

【事業費】 2,352千円

【事業担当課】 林政課

【実施内容】 ・市産材利用をＰＲするため，町内会等が簡易
な木造施設等を整備する際，市産材を原材料
として支給する。（ゴミ集積所やベンチ等）
・市産材を利用し新築や増改築を行った市民
に対し，補助金を交付する。

市産材を利用し新築や増改
築を行う住宅に対し，補助金
を交付する

【進捗状況】 　植栽地の下刈・除伐
　林内作業道の刈払
　レンタルトイレの設置
　　　　　　　　　　　　事業費　　　912千円

70　木材需要拡大推進事業

【事業概要】 地域材の利用促進により森林資源の循環利用
と林業生産活動の活性化を図るため，民間か
らの意見や盛岡市木材利用推進会議により，
さまざまな木材需要施策を展開し，木材利用を
推進する。

盛岡市木材利用推進方針に
より，庁内関係課において組
織される木材利用推進会議
等において市営建設工事等
に市産材利用の徹底を依頼
する

担当各課において市営建
設工事や公共工事，木質
バイオマスの分野で市産
材利用を検討する【事業費】 130千円

【事業担当課】 林政課

【実施内容】 ・「木材利用推進方針」に基づき，市営建設工
事等においては市産材の利用を基本とするこ
ととし，関係課にその徹底を依頼する。
・行政及び森林組合，民間の林業関係者など
で構成する盛岡市木材流通推進会議を開催
し，具体的な市産材利用拡大に向けた検討を
進める。

林政課

【実施内容】 ・これまで植栽してきた広葉樹などの保育作業
や林内歩道等の整備を実施する。

A

【成果指標・実績値・目標値】

都市・農山村交流人
口

【実施内容】 ・指定管理者による「つどいの森」の維持管理
及び運営管理
・その他施設の維持修繕

【進捗状況】  年度協定締結による指定管理運営
 施設内修繕（屋根，トイレ，給水管，受水槽）
　　　　　　　　　　　　事業費　　　38,656千円

小規模施設の維持修繕を
委託する

受託者により小規模施設
の維持修繕が実施される

公園を利用する市民の安
全性が保持される

69　平成市民の森整備事業

【事業概要】 城下もりおか400周年記念事業として取得した
平成市民の森を，未来の盛岡市民に贈る記念
の森として整備する。 林内の下刈委託作業，人

夫使役による林内歩道等
の刈払いを実施する

平成市民の森が整備され
る

平成市民の森を利用する
市民の安全性が保持され
る【事業費】 912千円

レンタルトイレを設置する
【事業担当課】

【事業概要】 市民の保健休養及びレクリエーションの場とし
て整備された森林公園の管理運営を行う。（平
成18年度から指定管理に移行）

【事業費】 38,656千円

【事業担当課】 林政課
盛岡市都南自治振興公社
に，都南つどいの森の管理
運営を指定管理者制度に
より委託する

盛岡市都南自治振興公社
が都南つどいの森の管理
運営を行う

森林レクリエーションや森
林環境学習として，林間
キャンプ場，バンガロー，
キャビン，木工創作実習館
の市民の利用が推進され
る

68  都南つどいの森管理事業
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